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■ 特集２ 

第４回 JB東京展開催（０６/０７年秋冬） 

併せてJTC応募作品やパリ展での出品素材を展示 

 
ＦＤＣは１１月７日から９日までの３日間、東京・青山の青山ベルコモンズで「ＪＢ（ジョイン

ト尾州）秋冬東京展」を開催する。１６社が参加して「０６/０７年秋冬素材」を提案する。これ
に併せてＪＴＣ（ジャパン・テキスタイル・コンテスト）開催委員会の公募したコンテスト応募作

品を展示、さらにＪＢブランド構築事業実行委員会が９月にパリで開催した「第２回ＪＢパリ展示

商談会」の出品素材を展示する。３種の複合展示効果で来場者の量、質の飛躍的拡大をはかり、商

談の進展を目指す。ＪＢ東京展の出点数は各社ブース計で約７３０点、ＦＤＣインデックスコーナ

ーで１６０点の合計８９０点。 
 
複合イベントで来場者に利便 

「ＪＢ秋冬東京展」には尾州産地企業１６

社が参加して、０６/０７年の秋冬素材を展示
するが、東京展は今回が４回目で、東京のフ

ァッション業界でも定着したイベントにな

っている。過去毎回１社平均３５０点前後の

サンプルオーダーがあり、前回の今年６月展

では９０６名が来場し、計５,８６９点（１社
平均３６７点）のサンプルオーダーがあった。 
今回の０６/０７年秋冬展は、 
① 国際的なファッショントレンドがウー

ル素材に向かっている 
② 国内でのウォームビズキャンペーンの

展開でウールに関心が高まっている、 
などから起毛素材、ツイードなど暖か素材な

どに引き合いが集まるものと期待されてい

る。厚地のほかウールガーゼなど薄地素材も

コーディネートアイテムに注目さてれおり、

ＦＤＣインデックスコーナーや各社ブース

で展示する。 
ＪＴＣのコンテスト応募作品は例年３０

０～４００点に達しており、今年も国内産地

はもちろん海外からも多数の応募が期待さ

れているが、これらの応募作品を会場の１０

階に特別展示し、内覧会形式で来場者に披露

する。同コンテストの締め切りは１０月１４

日だが、ビジネスチャンスを希望する出展者

に便宜をはかろうというものである。 
作品はウールにこだわらず、綿、絹、麻、

合繊、レーヨンから金属、紙など多彩な応募

が見込まれており、来場者は同一会場で全国

産地の先行素材を見ることができる。なお、

コンテストは１０月２６、２７日に審査会、

１１月１６日に表彰式が行われ、同日から優

秀作がＦＤＣで展示される。 
さらに、今回のＪＢ東京展では９月１６日

から１９日までパリで行われた「第２回ＪＢ

パリ展示商談会」に出品した素材も９階に展

示する。同展示商談会では会期前に進めた事

前提案を含めてイタリア、フランスなど５６

社から６４０点のサンプルリクエストがあ

った。 
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９月に開催したパリ展 

この中にはアルマーニ、エルメス、クリス

チャン・ディオール、アニエスベーなどの有

名ブランドも含まれており、来場アパレルな

どの関心を引くものと期待されている。 
ＦＤＣでは「複合イベントで尾州産地を中

心としながらも、内外の先行素材に注目して

いただき、来場者のビジネス便宜をはかりた

い。また世界的アパレルの注目素材も展示し、

パリでの成果の一端を見てもらう」としてい

る。

 

出展各社、秋冬で強気計画、浮上へゴーサイン 

ところで同シーズンに対する各社の販売

計画は 

横ばい ＝３社、 

１１０％台＝４社 

１２０％台＝５社 

１３０％台＝１社 

１５０％台＝１社 （回答１３社） 

というのもで、極めて高い数値になっている。

その背景としては「トレンドがウールに向か

っている」（いわなか）、「ウォームビズ効果

でウールの需要が増える」（森織物）という

トレンド、環境の改善があげられている。 

こうした動きは「０５/０６年秋冬の動きか

ら判断して」（中外国島）もうかがわれるが、

各社ベースでは「０５/０６年秋冬はツイー

ド中心の企画をした。厚手物の売れ行きが伸

び悩んだので、０６/０７年は薄地企画を中

心に増収を計画」（渡六毛織）、「売り切る決

意」（木玉毛織）。「積極的に攻める」（山長）、

「新規販売先を増加させアップを図る」（艶

金興業）、「商品ゾーンの拡大による販路の拡

大」（みづほ興業）といった積極姿勢も背景

にある。 

 ちなみに回答１５社の８０％が増加、２

０％が横ばいと回答し、「マイナス」はゼロ

だった。増加の平均値は約１８％増となり、

これが実現すると、尾州産地は長期低迷から

一転、反転攻勢の転じることになる。 

販売増に関して各社はそれぞれの背景、理

由を述べているが、大きくは 

①国際的なトレンドが薄地を中心としたウ

ールに傾いている 

②国内ではウォームビズキャンペーンの成

果が期待される 

③過去３回のＪＢ展を通じて、今回も新規顧

客の獲得の勝算がある、などに集約できよ

う。 

 特に今回のＪＢ展は９月のパリ展の事前

提案でアルマーニ、Ｃ・ディオールなどのピ

ックアップ素材も展示されることから、引き

合い拡大が期待される。 

 

《０６/０７年秋冬ＪＢ東京展出展企業・販売計画》（回答１５社） 
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≪０６/０７年秋冬・第４回・JB東京展主力出展素材≫（順不同） 

社名 主力出展素材 セールスポイント 

小池毛織 

①ウールの光沢加工 
（とれない光沢） 
②アンティークタッチ仕

上げ加工のバリエーシ

ョン 
③ニュージーランドメリ

ノの差別化素材 

ニュージーメリノを軸にベーシック素材の差別

化商品および加工での差別化商品 

日本エース 
①ウールガーゼ 
②ウールタンブラー 
③シワ加工 

幅広い素材をリーズナブル価格で提案 

艶金興業 
①ウール圧縮素材 
②複合ニット 
③特殊ツイード 

軽さ、暖か味のある素材と加工 

田中テキスタイル 
①地球に優しい天然繊維 
②ふわふわもこもこ 
③ウール麻 

①もったいない原料による膨らみのある素材 
②目で感じ触って感動、着て楽しむ 

長大 

①獣毛アンゴラの極細番

手で織り上げたソフト

で上品さあふれる素材 
②ソフトな肌触りと表情

感を出し、膨らみを持

つソフトロービング 
③ＡＢＳＯＲＢＷＯＯＬ

加工（糸染め加工）を

施した、ウールの特徴

はそのままに、風合い

のみ変化させた素材 

アンゴラの持つ独自の柔らかさと光沢はそのま

まにして、極細番手で織り上げた素材を中心に、

バリエーションを増やした。さらに織り上げる

前、糸で加工して、表情・肌触りを変化させた

素材も提案。 

森織物 
①細番手タスマニア１０

０％フラノ 
②同ツイード 

紡毛太番手から細番手までカラーストックして

いる。 

いわなか 

①タスマニアチェブー 
（当社オリジナルウール） 
②アトムシルク 
（強化シルク） 
③オージョウール 

ＰＶ（プルミエールヴィジョン）出展素材と同

じ商品を展示。 

石慶毛織 
①スーパー１２０’Ｓ 
②アンゴラ 
③カラミ 

天然繊維で暖かタッチ 
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野村産業 

①デニムのバリエーショ

ン（コットン、バンブ

ー、シルク） 
②エアー交絡糸を使用し

た軽くてボリューム感

のあるツィード 
③ウールコットンの軽く

てソフトな薄起毛 

見た目にはボリューム感があるが、軽くてソフ

トな素材 

山長 

①梳毛カシミヤ１００％ 
②タスマニア１００％ダ

ブルクロス 
③ウールレーヨンギャバ

ジン 

原料からの差別化にこだわり、それを撚り及び

織り、整理でまでの各工程でさらに差別化した

商品群。 

中外国島 
①ウールと異素材の交織 
②紙使用の素材 
③織り組織の変化 

ウールプラスα（アルファ）で。 

木玉毛織 
①極細ウール 
②強撚加工 
③圧縮ジャージー 

軽くて薄くて、透けるをポイントに細番手から

太番手までの両極素材 

みづほ興業 

①ウールのマルチカラー

②ウールのマルチカラー 
 防染 
③モール使いジャカード 

織・加工による高付加価値 

渡六毛織 

①キュプラフィラメント

とウールなどの複合 
②梳毛獣毛（アンゴラ、

カシミヤ） 
③複合素材 

他社には負けない企画力で、こだわりのある良

質原料を使った、自社オリジナル素材の提案 

三星毛糸 
①シルク混ベルベット 
②タッセル綿別珍 
③ウールジャージー 

主力素材に様々な加工を提案 

早善織物 ①ポッサムシルクコット

ン使いのツイード、フ

ラノ 
②インドバンブーシルク

使いのツイード、フラ

ノ起毛 
③ドライウール交織によ

るツイード、フラノ、

メルトン 

①新素材のポッサムシルクコットンやインドバ

ンブーシルク使い、ドライウールリネンやド

ライウールコットン 
②エコ素材やセイフティー素材などの組み合わ

せを含めた新しい複合素材 
③カシミヤ、カムデンモヘア、スーリーアルパ

カ、ポッサムなど獣毛バリエーションもツイ

ード、フラノから起毛まで 
④カシミヤを中心にコストパフォーマンスを訴

求した商品 
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≪第４回・ＪＢ東京展出展各社の期待≫（順不同） 

社 名 出展点数 期待と抱負 

小池毛織 １５ 
回を重ねる毎に充実している。更なるステップアップで、商売拡大

につながることを期待。 
日本エース ８０ 販路拡大。 
艶金興業 ４０ 新規顧客の獲得に期待。 
田中 
テキスタル 

５０～ 
６０ 

新規顧客の開拓。 

長大 １００ 
前回より今回と着々成果が出ている。ＪＢパリ展もまずまずの成果

だった。ＪＢが世界のトレンドになれるよう頑張りたい。 
みづほ興業 ５０ 顧客による自社商品の判断評価と新規顧客の開拓。 
早善織物 ２００ 昨年の倍以上の受注を期待。 

石慶毛織 ５０ 
価格（単価）ではなく、本物の良さをわかっていただける顧客の来

場。 
野村産業 ４０  
山長 １００ 共同で商品開発をして市場に出していき、新規顧客を獲得したい。 
森織物 １０ 新規お客様の獲得。 

中外国島 
２０～ 
３０ 

新規開拓。 

木玉毛織 ５０ 今までにないチャネルへの販売。 
いわなか １５０ 集客力。 

渡六毛織 ５０ 
アパレルとの交流を更に深め、共同企画開発ができるようなアイデ

アを引き出す場にしたい。 
三星毛糸 １０ 新規販売先の開拓。 

 

＜JB東京展経過＞ 
なお、ＪＢ東京展の開催経過は以下の通り。 
開催期日        対象シーズン    来場者数 サンプルリクエスト数 
第１回 ０４年６月１５～１７日 ０５年春夏     ８８２名      ５７１７点 
第２回 ０４年１１月９～１１日 ０５/０６年秋冬  １０７４名      ５４３５点 
第３回 ０５年６月１４～１６日 ０６年春夏     ９０６名      ５８６９点 
第４回 ０６年１１月７～ ９日 ０６/０７年秋冬      名          点 


